
  

 

 

  

第２４２９回   
日   時 平成２２年６月１０日（木）１２：３０～１３：３０ 

会 場 

内 容 

ゲ ス ト 

テ ー マ 

- 今 週 の祝福 - 

ご 夫 人 誕 生 日 

ホテルトヨタキャッスル 

河木照雄君 

太田錬治氏（豊田市産業部商業観光課長） 

「今年のおいでんまつり」 

 

６月１４日 山田郁雄君ご夫人 みと子様 

 

 

  

第２４２８回   

日   時 平成２２年６月３日（木）１２：３０～１３：３０ 

会 場 ホテルトヨタキャッスル 

司 会  会場委員会 伴 征雄君 

斉 唱 国家『君が代』『奉仕の理想』 

来 訪 者 中部名古屋みらいＲＣ 川口 豊 様 

米山奨学生       岳 博涵 さん 

 

会務報告 会会長長挨挨拶拶    岡岡田田勝勝美美  会会長長  
 

 こんにちは。今日は、報告事項がいくつかあり

ます。まず、白木さんが退会ということで、短い

間でしたが、本当にありがとうございました。次の

職場でも頑張っていただきたいと思います。     

また、米山奨学生の岳博涵さん、２年間お世話

になりますけれども、勉強の方はもちろん頑張っ

て頂く訳でございますが、ロータリーの例会活動

も充分に楽しんでいただきたいと思います。 

 先週に引き続き、中部名古屋みらいＲＣの川口会長に来て頂

いております。中部名古屋みらいＲＣは皆さんご承知のように

我々が作らせていただきました３つ目のクラブでございます。斎

藤ＰＧが特別代表として、大変ご尽力されて作られたクラブです。

学友の皆様方がメンバーということで、非常に若いメンバーにな

っております。しかも、岐阜と愛知に跨ったメンバーという、非常

に特殊なクラブであります。その１周年のお祝いが、先週の金曜

日にありまして、私と天野幹事で出席して参りました。スポンサ

ークラブとしてこれからご指導頂きたいというお願いをされました。

要請があれば、対処していきたいとお返事をしておきましたので

来年の幹事さん、よろしくお願いします。 

 それから、今日のクラブフォーラムは環境保全週間ということで、

早川委員長には非常にご苦労をおかけしています。環境という

のは今の時代、切っても切れないことでして、ロータリーの中で

も環境問題を取り扱うＲＣが増えてきたということでもありますし、

当クラブの鈴木元弘君も地区の環境保全委員会の委員長とし

て頑張っておられます。ＣＯＰ１０も近いということで、環境問題と

いうのはこれからもっと盛り上がってくると思います。そんなこと

から、今日は環境ということで、例会をさせていただきますので、

よろしくお願いします。以上、報告とさせていただきます。ありが

とうございました。 

  

幹幹事事報報告告  天天野野勝勝美美  幹幹事事  
  

 例会変更のお知らせはお手元の資料をご確認下さい。 

 本日例会終了後次年度理事役員予定者会議がございます。 

 名古屋中ＲＣ様より「４０周年記念誌」が届いております。 

 

委員会報告等 
 

＊＊中中部部名名古古屋屋みみららいいＲＲＣＣ会会長長  川川口口  豊豊  様様  
 

再び豊田ＲＣの皆様にお目にかかることができて光

栄なことと思っております。中部名古屋みらいＲＣは

やっと一歳の誕生パーティを終えることができました。感謝申し上

げます。 

  

＊＊米米山山奨奨学学生生  岳岳
がく

  博博涵涵
はくかん

ささんん（（中中国国出出身身））  
 

４年前に来日して帝京大学で日本語を学び、現在は

名古屋大学経済学研究科において、社会経済システ

ムを専攻しております。２年間よろしくお願いいたしま

す。 
  

＊＊退退会会のの挨挨拶拶  白白木木  隆隆  君君  
 

この度人事異動のため６/８をもって退会することとなり

ました。入会から７ヶ月と短い期間でとても残念ですが、

お世話になり、ありがとうございました。 
  

＊＊５５００周周年年記記念念事事業業部部会会  鈴鈴木木秀秀和和君君  
  
 

「ジャズスーパーライブシリーズ」のチケットですが、たくさんの申込

みを頂き、１１/５分につきましては完売、他２公演も残りわずかとな

りましたので、ご希望の方はお早めにご連絡ください。 

 

 

  
 

環境保全委員会委員長 早川文喜君 
 

  

 環境保全委員会の早川でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。皆さんの会社をはじめ

とする企業、行政、各種団体において様々な取り

組みが行われています。市民レベルでも「出来る

だけ地球に負荷をかけない生活を送りたい」、

「エコライフを送りたい」という人が増えてきていま

す。確かに市民レベルの活動は大きな組織のそ

れと比較すれば、ひとつひとつは小さいものだと思います。しかし、

多くの人が取り組めば、大きな変化を生み出すと思います。今日

は、市民レベルの活動にスポットライトを当て、市民レベルの活動

の現状や市民の環境に対する意識の現状を知って頂く事により、

環境保全へのアイディアの掘り起こしを図りたいと思います。 

 講師は、浅野智恵美さんにお願いを致しました。浅野さんは、市

民が環境に対して、みんなで楽しく情報交換をしながら、出来るこ

とから取り組むことを目的とした組織であります「とよた省エネ共和

国」の代表を務めておられます。また、個人レベルでの活動の精

度の高さや広い見識から、多くの組織に意見を求められ、大変ご

活躍中です。今日は 市民目線のお話のほか、各種組織で得られ

た情報も含め、お話いただければと思っております。それでは、ご

静聴の程、よろしくお願いいたします。 

 

浅野智恵美氏（とよた省エネ共和国大統領） 

『地球温暖化防止と私たちの暮らし』 

環境省認定の環境カウンセラーをしております、

浅野智恵美でございます。このような場にお招きい

ただきまして、ありがとうございます。今日は「どうす

る地球の明日～私達の暮らしと地球温暖化防止に

～」というテーマでお話をさせて頂きます。 

今日は、市民目線でというご依頼でしたので、も

う１つの立場を申し上げますと、とよた省エネ共和国の大統領をし

ております。省エネルギーセンターというのが経済産業省の外郭

団体でありまして、全国に１７３カ国の主要な共和国があります。現

在、私達のとよた省エネ共和国には、３４名の国民がおります。副

大統領は、トヨタ自動車を定年退職された方で、私が大変尊敬し

ており、多くの所で助けて頂いております。２０１０年の私達の目標

には「エコドライブの輪を広げよう・省エネの技を広げよう」ということ

を掲げました。一方で、家庭で取り組めるスマートライフと省エネの

輪を広げ、仲間と楽しく取り組むを基本コンセプトにしています。 

一方で、今日は「私達の暮らしと地球温暖化防止」という副題を

付けさせて頂いたのですが、地球温暖化といいますと、皆様もご存

知のように二酸化炭素が主原因となっています。１８世紀の産業革

命の頃から始まったといわれておりますが、その当時の二酸化炭

素濃度は約２７０ｐｐｍ、それに対して最新の４月のデータでは３９０

ｐｐｍという数字が出ております。この僅か２００年の間に１．４倍に

増えているのですけれども、二酸化炭素は目に見えないですし、

臭いもありませんし、手で触ることも出来ませんので、増えているこ

とがなかなか実感できません。 
 

【クイズ】 『どちらが多く二酸化炭素を減らせるか？』 

①Ａ.お風呂の水を洗濯にも使う  Ｂ.テレビを見る時間を１時間減らす 

②Ａ.使っていない機械のコンセントを抜く１日分の待機電力のカット 

Ｂ.１台のエアコンの温度を１度弱くする 

③Ａ.待機電力１日カット Ｂ.マイカーに乗る時間を１０分間減らす 

 （正解は①Ｂ、②Ａ、③Ｂ） 

今日私も車で参りましたが、車をやめるということはなかなか出

来ません。日本全国で郊外と呼ばれる地域では多くが同じ悩みを

抱えています。そこで出てくるのが、近くなら徒歩や自転車、相乗り

や計画的なルート設定というようなエコドライブという考え方です。

名古屋市や経済産業省、ＪＡＦといった様々な団体がエコドライブ

を進めているところです。燃費が向上し、ガソリンが２０％削減でき、

それと同じように２０％エコドライブをやれば二酸化炭素を減らせる。

そして、安全運転で交通事故を減らせるというデータがはっきりと

出ているそうです。それでは、市民の人達は動き出しているかとい

いますと、目標は分かったけどなかなか無関心層が多いです。未

来に向けた交通・街づくりにはみんなが関心を持ち、関わる事が重

要であるからこそ、巻き込む手法が必要になります。政策目標が入

り口だとしますと、政策実行が出口になります。各セクターの積極

的な関与と目標達成に全力を尽くす、または目標が達成できない

場合は責任を明確にするコミットメントが重要になります。以前は、

行政・事業者・市民というのは監視の体制でしたが、今では共同が

必要になっています。市民が動き出せば、推進力は自ずと大きく

変わります。今後に向けては、知っているから気付き、私達の生活

に照らし合わせて、環境配慮行動を実行する人が増えることが大

切になります。豊田市は、全国の１３の都市の１つとして環境モデ

ル都市に選ばれました。５ヵ年計画を作っておりまして、環境モデ

ル都市・アクションプラン・ハイブリット式豊田プランを策定し、その

計画は推進されていますが、残念ながらその成果はまだ充分に現

れているとは言えません。目に見える形では市民に伝わっていな

いと思います。究極の目標は、２０２０年の中期目標である２５％削

減、そして２０５０年の長期目標の８０％削減ですが、まずは交通行

動のやさしさの連鎖として、市民の心に伝わるエコドライブで交通

事故を削減という事を掲げて、設立総会が開かれたところです。ム

ーヴメントを起こす必要があります。豊田エコドライブ実行委員会

には２５の事業者の方が関わられています。キャッチコピーは「エコ

ドライブで交通事故削減」です。今年度は、１０の事業者の方と一

緒にモデル地域で実証実験を行い、研修などを行って、エコドライ

ブを広げ、その成果を検証します。交通行動のやさしさの連鎖を

目指しているということですけれども、市民行動の中にまず、車を

買うときにはエコカーを積極的に選び、運転はエコドライブを実践

していく、そういうようなものが深く浸透し、輪が広がっていくことを

願っているところです。「明日からでは間に合わない」というのがＮ

ＨＫのキャッチコピーなのですが、成功にかかるコストは失敗にか

かるコストより安いと言われています。行動を起こし、支援していく

取り組みと１人１人の環境配慮行動が鍵を握ります。社会も政策も

変わらなければならない時にきています。時間との戦いは始まって

いるということで、ライフスタイルを大きく変えなければならないター

ニングポイントに私達は今立たされています。 

最後に、参加型環境活動は市民だけではもちろん出来ません。

企業の皆様の技術の専門性の高さ、行政の方のバランス感覚のあ

るサポートを頂きながら、パートナーシップを組んでいくことが重要

になります。これを機会にご指導ご鞭撻頂けましたら大変うれしく

思います。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

**************************************************** 

 
本日の当番 佐藤博文 君 

 

●川口 豊様（中部名古屋みらいＲＣ） 

内容は「委員会報告等」に掲載 

●岡田勝美君・天野勝美君 

米山奨学生の岳 博涵さんの来訪に感謝すると共に、今後のご活躍

を期待して投金いたします。 

●斎藤直美君 

中部名古屋みらいＲＣ会長の川口教授のご来訪を、心より感謝申し上

げます。 

●杉浦正典君 

今年度、岳博涵さんが米山奨学生として当クラブに参りました。これか

らの二年間、皆さんとの交流を通してロータリーの心を学んで下さると

思います。会員の皆さんには心の通うお付合いをお願いいたします。 

●鈴村幸伸君 

今日は新しい米山奨学生の岳さんをご紹介いたします。これから２年

間、彼女をサポートして頂けますようお願いいたします。 

●早川文喜君 

本日は環境保全委員会担当でクラブフォーラムを開催させて頂きます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

●鵜飼正男君 

佐藤さんは互いに夫婦でゴルフを楽しめる貴重な友人であります。こ

れからもよろしくお願いいたします。なお、本日は私の結婚記念日であ

ります。３１年間付きあってくれた家内に感謝し投金します。 

●友情投金 
太田雄介 鈴木秀和 三宅英臣 荒木 徹 杉浦敏夫 

宮戸優治郎 渡邉寿也 市川善英 赤松 明 下地正孝 

梅村泰弘 井戸雅裕 鈴木隆太 中根冨夫 斎藤正吉 

山田郁雄 野口明生 伴 征雄 山田康二 永井英雄 

孕石邦雄 横山眞久 大山輝美 杉浦 毅 磯島吉晴 

光岡主税 白木 隆 鈴木万衛 永田一夫 深津明徳 

小島洋一郎 加藤直樹 後藤尚之 村上雅則 光岡新吾 

奥田清仁 秋田敬治 北川尚子 神谷和利 

●佐藤博文君 

皆様のご協力を頂きまして、無事ニコ当番を終えることができました。

皆様に感謝申し上げ、投金いたします。 
  

----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ------  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  --  ----  ----  ------  ----  ----  ----  ----    ----  ------  ----  ----  --------  ----  ---- 

出席状況               出席委員会 永井英雄 君 
  

例会日 会員数 対象会員 欠席者 出免会員 出席率 

６/３ ８２名 ７１名 １７名 ４名出 77.33％ 

先々週（５/２０）の修正出席率  ・・・96.00％ 
  

----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ------  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  ----  --  ----  ----  ------  ----  ----  ----  --  ----  ----  ----  ----  ----  --------  ----  ----  

 
  第２４３０回  

日 時  ２２年６月１７日（木） １２：３０～１３：３０ 

場 所  ホテルトヨタキャッスル 

内 容  委員会報告 
 

 

豊田ロータリークラブ  

〒471-0034 豊田市小坂本町 1-4-12   

Tel 0565-32-5555   Fax 0565-32-5559 

E-mailoffice@toyotarc.jp HPhttp://www.toyotarc.jp   
会報委員会：小野雅道  山田郁雄  北川尚子  下地正孝  鈴木賢三  太田雄介 
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